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１．目的  

 本研究では大学トッププレイヤーのノーマークシ

ュートにおける意識、感覚などの内的意識を明らか

にすることを目的とした。ハンドボールに おいてノ

ーマークシュートは試合の勝敗決定要因の一つであ

る。しかし、ノーマークシュートの指導は個々の選

手の感覚や経験に委ねられており、多くの指導者が

ノーマークシュートに対して具体的な指導をするこ

とが出来ない状態だと考えられる。そこで、本研究

では、日本の大学トッププレイヤーを対象に、ノー

マークシュートの内的思考を運動学の立場から明 ら

かにすることを目的とした。本研究は、ハンドボー

ル界において良い知見となり得ると考える 。  

 

２．方法  

本研究は、ノーマークシュートに対して選手個人

が感じていることや考えていることを自由に聞き出

すことが出来るように借問法を用いた。借問は、自

身の反省分析から、ノーマークシュートの内的意識

を明らかにするために重要だと 考えられる、以下の

４つの観点から行った：「１、ノーマークシュートに

自信があるか否か」「２、自分の理想のノーマークシ

ュートとは」「３、ノーマークシュートの際に最も意

識していること」「４、現在の自分のノーマークシュ

ートに至るまでの経緯」。本研究は、全日本学生ハン

ドボール選手権大会出場経験を有する熟練者 ３名へ

の借問調査、その借問結果の分析、そして考察とい

う流れで行った。  

 

３．結果と考察  

研究対象者３名には、ノーマークシュートに対す

る意識に各々特徴が存在することが明らかになった。 

研究対象者 M は、「タイミングをうかがう」ことと

「シュートコースの消去法的選択」という特徴があ

り、研究対象者 H には「キーパーを動かす」ことと

「キーパーによって打ち方を変化させる」と いう二

つの特徴があった。また、研究対象者 Y には、「二択

で勝負する」ことと「キーパーを動かす」ことの二

つの特徴が指摘された 。  

また、これらの３人には、ノーマークシュートを

行う際の以下の共通意識があることも明らかになっ

た。  

a. 駆け引きのポイントを持っている  

b. キーパーを動かすという意識  

c. キーパーを注視しない  

 

ただ、これらの意識や狙いが存在していても、そ

の具体的な内容や方法は異るものであ った。  

 

４．結論  

本研究において、研究対象者の３名は「駆け引き

のポイントを持っている」、「キーパーを動かすとい

う意識」、「キーパーを注視しない」という３つの共

通意識を有していることが明らかにな った。大学ト

ッププレイヤーに共通するこうした意識は、ノーマ

ークシュートの技術力向上に向けて非常に重要なも

のであると言えるのではないだろうか。  

本研究の内容が、ハンドボールの実践現場に 寄与

し、指導のさらなる充実に貢献することを願 うもの

である。  
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